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FT-817 FT-857 FT-991 用 AutoTunerControler 

ＦＴ－ＬＤＧ 説明書 
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ＦＴ－ＬＤＧはＦＴ－ＡＨ４をＬＤＧ社製のオートチューナーに対応させたコントローラ

ーになります。写真等「ＦＴ－ＡＨ４」の物を流用しています。 
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１．はじめに 

この度は、萬拵屋商品をお買い上げいただきましてありがとうございます。この説明

書をよくお読みいただき正しくご使用いただけますようにお願いいたします。 

 

２．商品構成 

＊コントロールユニット本体         １個 

＊オートチューナー接続用４Ｐコネクタハウジング   １個 

＊オートチューナー接続用４Ｐコネクタピン      ４個 

＊動作設定用ジャンパーソケット       ４個 

＊ケースゴム足（貼り付け）          ４個 

＊説明ＤＶＤ（本書・サンプルソフト等収録）  １枚 

＊ＦＴ－８１７・ＦＴ－８５７用ＩＦ基板    １枚 

＊ＲＴ－１００／６００用電源ＩＦ基板     １枚 

（ＩＦ基板には部品は実装されていません。必要に応じて部品購入お願いします） 

 

３．ＦＴ－ＬＤＧに関して 

ＦＴ－ＬＤＧは八重洲無線株式会社製の無線機（ＦＴ－８１７、ＦＴ－８５７、ＦＴ

－９９１）とＬＤＧ社製のオートアンテナチューナー「AT-600ProⅡ」、「Z-100Plus」

「RT-100/600」をインターフェースするユニットです。オートチューナーにおきまし

てはチューニングにおいて無線機の出力を５Ｗから１０Ｗに制限することが機器を保

護するため必要であり、運用中でのチューニングはその都度設定で出力を小さくする

必要があります。また現在調整されてている周波数も履歴として残らないためこの履

歴を表示として残す機能を実装しています。さらにＲＳ－２３２Ｃ通信により外部か

らの実行を制御することも可能です。 

現状での動作確認は下記の機種で確認しています。 

 ＦＴ－８１７ＮＤ、ＦＴ－８５７ＤＭ、ＦＴ－９９１Ｍ 

またＦＴ－８１７，ＦＴ－８５７におきましては出力を調整レベルに変更、SWR 値読

み出し等取り扱い説明書で公開されていないコマンドを利用しているため、この仕様

がメーカーにより今後の出荷で変更された場合は正常に動作しなくなる可能性がある

ことをご了承ください。（コマンドが判明しましたら、ファームウェアーのアップデー

トで対応することは可能と思われます） 

本機の誤動作・暴走等につきましては設置環境・無線環境等に左右される場合も多々

ありますので、フェライトコア等のノイズ対策を十分に行っていただきますようお願

いいたします。 

ＬＤＧ社製の「AT-600ProⅡ」、「Z-100Plus」におきましてはオプションの ICOM 用の 

接続ケーブルが必要になります。 
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「RT-100/600」付属の「RC-100/600」への電源供給は FT-LDG のインターフェース電源

基板を経由して供給してください。 

 

４．ＦＴ－ＬＤＧの初めての使用に際して・・・重要です（991、817、857） 

  後述の説明も熟読してから実行してください。 

  ＜リグの出力を確実下げてチューニング動作がされるかを確認＞ 

最初はジャンパー4 を解放してチューニング 5W にジャンパーを設定、リグ運用を 10

Ｗ程度としてアンテナにダミーロード等（無ければ同調しているアンテナ）を接続し、

FT-LDG の「Ｓｔａｒｔ」ボタンを押しながら電源を投入します。起動すると液晶に

「TestMode」と表示されますので表示されましたらスイッチを離します。離すと液晶

には Ver 番号が表示されます。この状態で FT-LDG はエミュレートモードになりオート

チューナーへの制御をせず、Rig とのチューニング動作の通信のみを実行します。再

度「Ｓｔａｒｔ」ボタンを押しますと調整実行開始してリグモードを RTTY に、出力を

5W に、そして送信実行後送信が完了したら（3秒ほど）元のモード・出力に変更して、

周波数を読み出し終了します。確実に上記動作が実行されることを確認してください。

このとき誤動作等の発生があればパッチンコアなどで高周波回り込み等を対策してく

ださい。 

   

＜リグから実際にチューニングして高ＳＷＲ時等に FT-LDG が誤動作しないか確認＞ 

チューニング実行時に誤動作しない事を確認されてから今度はいったん電源を OFF し

て、スイッチは押さずに電源を加えます（通常動作）。実際にオートチューナーにワイ

ヤー等チューニング対象のアンテナを接続して各周波数でチューニング動作させ確実

に 5Wもしくは 10W 出力でチューニング実行されるか、ＳＷＲが高いときに高周波回り

込み等で FT-LDG が誤動作発生が無い事を確認してください。高周波回り込み等で誤動

作があればさらに回り込み等の対策をしてください。 

 

＜実際の運用での確認＞ 

運用出力を５０Ｗ、１００Ｗ等の通常の運用される出力にリグを変更してチューニン

グ動作を実行して問題ないかを確認してください。また通常の高出力運用でも FT-LDG

が誤動作しないか確認してください。ここでも高周波回り込み等での誤動作が発生す

ればさらに対策が必要です。 

 

＜通常運用＞ 

上記動作が確認できれば通常の運用出力で FT-LDG を利用してチューニングしていた

だくことが可能になります。 
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５．接続図 

 
  上記の図の様に接続します。 

  無線機の通信ケーブルはＦＴ－８１７・ＦＴ－８５７においてはＣＴ－６２等のケー

ブルで接続します。またＦＴ－９９１ではストレートの延長用ケーブル（両端凹メス

コネクタ）で接続します。また必要に応じてパソコン接続もストレートの延長用ケー

ブルで接続します。無線機側のＣＡＴ設定は４８００ｂｐｓ・８ビット・ストップ２・

ノンパリティで設定してください。パソコン側は９６００ｂｐｓ・８ビット・ストッ

プ１・ノンパリティの設定です。通信の設定は本ユニットでは変更できません（ファ

ームウェアー固定になります）。通常の使用にはパソコンは必要ありません。 

無線機・パソコンへのコネクタの 7番８番のＲＴＳ・ＣＴＳは短絡されています。 

必要に応じては解放することが必要な場合があるかもしれません。 

またＦＴ－９９１の場合ＧＰＳのポートを利用しますので、ここを上記ボーレートで

ＣＡＴ仕様に変更することが必要です。 

Ｍｅｎｕ２８ ＧＰＳ／２３２Ｃ  ＞ ＲＳ２３２Ｃ 

  Ｍｅｎｕ２９ ２３２Ｃ Ｒａｔｅ ＞ ４８００ｂｐｓ 

  Ｍｅｎｕ３０ ２３２Ｃ ＴＯＴ  ＞ １０ｍｓｅｃ 

 外部制御出力（コレクタ・エミッタ） 

この出力はＳｔａｒｔボタンでのチューニング開始から終了までの緑ＬＥＤ（Ｐ

ＯＷ）が点滅の間ＯＮになります。リニア接続等の場合に制御用として利用可能

です。無線機、オートチューナーの実際の操作はこの信号のＯＮ後約１秒ほどの

遅延で開始されます。 
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６．基板ジャンパ設定 

 1:OPEN  2:OPEN  > FT-991 

 1:SHORT 2:OPEN  > FT-817 

 1:OPEN  2:SHORT > FT-857 

 1:SHORT 2:SHORT > 無線機なし 

 3:OPEN  > AT-100/600 等 

3:CLOSE > RT-100/600(991 のみ可) 

 4:OPEN  > 調整出力 5W 

 4:SHORT > 調整出力 10W 

 上記の設定を付属のジャンパーソケットを利用して行います。 

ケースＬＥＤ側の側面にあるくぼみをマイナスドライバー等でこじて開けてください。 

 

７．操作方法 

 ＜AT-600ProⅡ・Z-100Plusでリグが 991・817・857 の場合＞ 

１：電源が入力されますと緑のＬＥＤ（ＰＯＷ）が点灯、上段に「ＦＴ－ＬＤＧ＞ 

下段に「Ｖｅｒ□□□□」が表示されます。＞の後の□には現在のジャンパ設定

が０～Ｆの１６進数で示されます。またＶｅｒはファームウェアーのバージョン

になります。（「Ｓｔａｒｔ」ボタンを押しながら電源を入力しますと「TestMode」

で起動します） 

  ２：無線機の電源が入っている状態で「Ｓｔａｒｔ」ボタンを少し長めに押しますと

緑ＬＥＤ（ＰＯＷ）が点滅を始め「ＴＵＮＥ Ｒｕｎ」と表示されチューニング

が開始されます。（ボタンはこの時点で離してもＯＫです） 

３：最初は上段右端に「Ｒ」と表示され現在のリグ周波数・モードを読出後、キャリア

出力のためＰＫＴ（ＲＴＴＹ）に変更して調整出力に設定します。 

  ４：上段右端の表示が「Ｔ」に変化して無線機に送信要求を送ります。 

  ５：送信開始後オートチューナーにスタート信号を出力します。 

  ６：オートチューナーが実行を始めますと赤ＬＥＤ（Status）が点灯します。 

    ｛このＬＥＤはオートチューナーの動作信号の状態を表示しています） 

  ７：オートチューナーの動作信号ＯＦＦで無線機に送信停止要求を送ります。 

  ８：その後上段右端の表示は「Ｗ」になり無線機の状態を元の状態に設定を書込ます。 

  ９：元の状態になったら緑ＬＥＤは点灯に戻り、下段にチューニングされた周波数を

表示して動作終了になります。 

  10：チューニングの中止は⑥の状態で再度ボタンを少し長めに押すことでチューニン

グをキャンセルします。この場合周波数読み出しは実行されず「Tune Can」と表

示されます。 
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 ＜AT-600ProⅡ・Z-100Plusで無線機なしの場合＞ 

１：電源が入力されますと緑のＬＥＤ（ＰＯＷ）が点灯、上段に「ＦＴ－ＬＤＧ＞ 

下段に「Ｖｅｒ□□□□」が表示されます。＞の後の□には現在のジャンパ設定

が０～Ｆの１６進数で示されます。またＶｅｒはファームウェアーのバージョン

になります。（「Ｓｔａｒｔ」ボタンを押しながら電源を入力しますと「TestMode」

で起動します） 

  ２：無線機の電源が入っている状態で「Ｓｔａｒｔ」ボタンを少し長めに押しますと

緑ＬＥＤ（ＰＯＷ）が点滅を始め「ＴＵＮＥ Ｒｕｎ」と表示されチューニング

が開始されます。（ボタンはこの時点で離してもＯＫです） 

３：外部制御出力で ALC 電圧を加えて（出力を落とす為）キャリアのでるモードで送

信状態にします。（別途回路はご用意ください） 

  ４：送信開始後オートチューナーにスタート信号を出力します。 

  ５：オートチューナーが実行を始めますと赤ＬＥＤ（Status）が点灯します。 

    ｛このＬＥＤはオートチューナーの動作信号の状態を表示しています） 

  ６：オートチューナーの動作信号ＯＦＦで緑ＬＥＤは点灯に戻り外部制御出力は OFF

になり動作終了になります。（チューニング周波数は XXXXX で表示） 

  ７：チューニングの中止は⑤の状態で再度ボタンを少し長めに押すことでチューニン

グをキャンセルします。この場合周波数読み出しは実行されず「Tune Can」と表

示されます。 

このモードはあまり FT-LDG に意味を持ちません・・・単純にスタートボタンで制御出

力をONしてチューナーにスタート指示をして調整が完了したら制御出力をOFFする程

度の仕様になります。 
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＜RT-100/600でリグが 991・817・857 の場合＞ 

１：電源が入力されますと緑のＬＥＤ（ＰＯＷ）が点灯、上段に「ＦＴ－ＬＤＧ＞ 

下段に「Ｖｅｒ□□□□」が表示されます。＞の後の□には現在のジャンパ設定

が０～Ｆの１６進数で示されます。またＶｅｒはファームウェアーのバージョン

になります。（「Ｓｔａｒｔ」ボタンを押しながら電源を入力しますと「TestMode」

で起動します） 

  ２：無線機の電源が入っている状態で「Ｓｔａｒｔ」ボタンを少し長めに押しますと

緑ＬＥＤ（ＰＯＷ）が点滅を始め「ＴＵＮＥ Ｒｕｎ」と表示されチューニング

が開始されます。（ボタンはこの時点で離してもＯＫです） 

 この時少し長めで「RT-100/600」のお任せでチューニング実行され、もう少し長

め（3秒以上程度）の場合フルチューニングを要求します。 

 お任せでのチューニング時はチューナーの状況によりメモリーチューニングされ

るかフルチューニングされるかは不定です。 

３：外部制御出力で ALC 電圧を加えて（出力を落とす為）キャリアのでるモードで送

信状態にします。（別途回路はご用意ください） 

  ４：上段右端の表示が「Ｔ」に変化して無線機に送信要求を送ります。 

  ５：送信開始でしばらくするとオートチューナーがチューニング開始します。 

  ６：オートチューナーが実行を始めますと赤ＬＥＤ（Status）が点灯します。 

  ７：ＳＷＲの 2.5 以下での安定でチューニング完了と見なして無線機に送信停止要求

を送ります。 

  ８：その後上段右端の表示は「Ｗ」になり無線機の状態を元の状態に設定を書込ます。 

  ９：元の状態になったら緑ＬＥＤは点灯に戻り、下段にチューニングされた周波数を

表示して動作終了になります。 

  10：チューニングの中止は⑥の状態で再度ボタンを少し長めに押すことでチューニン

グをキャンセルします。この場合周波数読み出しは実行されず「Tune Can」と表

示されます。 

このキャンセルを行った後の再実行は必ずフルチューニングの動作になります。 

  11：⑦でのＳＷＲが落ちきらない（2.5 以下で安定しない）場合等は開始から 30 秒程

度でチューイングが終わらない旨の「A.E Err」で終了する場合があります。 
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＜RT-100/600で無線機なしの場合＞ 

１：電源が入力されますと緑のＬＥＤ（ＰＯＷ）が点灯、上段に「ＦＴ－ＬＤＧ＞ 

下段に「Ｖｅｒ□□□□」が表示されます。＞の後の□には現在のジャンパ設定

が０～Ｆの１６進数で示されます。またＶｅｒはファームウェアーのバージョン

になります。（「Ｓｔａｒｔ」ボタンを押しながら電源を入力しますと「TestMode」

で起動します） 

  ２：無線機の電源が入っている状態で「Ｓｔａｒｔ」ボタンを押しますと緑ＬＥＤ（Ｐ

ＯＷ）が点滅を始め「ＴＵＮＥ Ｒｕｎ」と表示されチューニングが開始されま

す。この時「RT-100/600」のお任せでチューニング実行されます。 

 お任せでのチューニングはチューナーの状況によりメモリーチューニングされる

かフルチューニングされるかは不定です。 

３：外部制御出力が ONすることで無線機に ALC 電圧を加えて（出力を落とす為）キャ

リアのでるモードで送信状態にします。（別途回路はご用意ください） 

実行中は赤ＬＥＤ（Status）が点灯します。 

  ４：SWR 計等の目視で SWR が下がったら「Ｓｔａｒｔ」ボタンを離します。 

  ５：外部制御出力が OFF されることで別途用意された回路で ALC 電圧を解除して受信

に移行します。 

このモードはあまり FT-LDG に意味を持ちません・・・単純にスタートボタンと外部制

御出力が同期しているだけです・・・ 
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＜注意事項＞ 

  ＞＞チューニング時 RTTY（PKT）で送信します。無線機設定において周波数が少しオフ

セットされる場合があります。オフバンド等にご注意ください。 

 また FT-991 でのオフバンドでの操作は開始時にオフバンドによる送信不可を検出

ができないため実行してしまった場合は再度 Start ボタンを押してキャンセルし

てください。FT-817,857 におきましては送信実行で失敗しますので“C.T Err”が

発生します。 

 

＞＞無線機無しに設定されている場合は上記の無線機に関する処理がパスされ、外部

制御出力とオートチューナーの制御のみになり、調整後の周波数等は表示されま

せん。送信等処理は外部制御出力を利用して、何らかの方法で行ってください。 

 

＞＞チューニング中にＳＷＲが高い場合等で高周波の回り込みによって装置が誤動作

を起こす可能性もあります。誤動作と思われる状況が発生した場合は次のページ

にも記載していますように速やかにマイク等のＰＴＴ操作で受信にもどしていた

だくか、すべての電源をＯＦＦしていただきます様にお願いいたします。 
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８．エラーの発生 

 下記表示のエラーが発生する場合があります。 

 エラーが発生した場合は無線機・オートチューナーの通信のケーブル・接続の確認、

無線機の設定等を確認してください。 

 

＜Ｃ．Ｓ Ｅｒｒ＞ 

上記操作③の時点で無線機の状態を読出・変更通信をした際その通信で異常が発生し

た場合に動作を中止して表示します。 

＜Ｃ．Ｔ Ｅｒｒ＞ 

上記操作④の時点で無線機に送信実行を通信をした際その通信で異常が発生した場合

に動作を中止して表示します。 

＜Ａ．Ｓ Ｅｒｒ＞ 

上記操作⑥の時点でオートチューナーの動作信号がＯＮにならない場合に動作を中止

して表示します。（RT-100/600 では発生しない） 

＜Ａ．Ｅ Ｅｒｒ＞ 

上記操作⑦の時点でオートチューナーの動作信号がＯＦＦにならない場合に動作を中

止して表示します。（RT-100/600では３０秒以上経過してもSWRが 2.5以下安定しない） 

＜Ｃ．Ｒ Ｅｒｒ＞ 

上記操作⑦の時点で無線機に送信停止を通信をした際その通信で異常が発生した場合

に動作を中止して表示します。 

＜Ｃ．Ｗ Ｅｒｒ＞ 

上記操作⑧の時点で無線機のモード等を元に戻す通信をした際その通信で異常が発生

した場合に動作を中止して表示します。 

＜Ｃ．Ｆ Ｅｒｒ＞ 

上記操作⑧の時点で調整の周波数を無線機から読出す通信をした際その通信で異常が

発生した場合に動作を中止して表示します。 

 

  上記エラー発生等で無線機の送信状態が受信に戻っていない等の場合は速やかにマイ

ク等のＰＴＴ操作で受信にもどしていただくか、すべての電源をＯＦＦしていただき

ます様にお願いいたします。高周波による暴走等で表示も正常にならない場合等が発

生しない保証はありませんので通常の調整時間（概ね３０秒以上）を超えて送信状態

が継続されている等の場合も異常時の上記操作をお願いいたします。 
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９．外部からの制御に関して 

 通信の設定は「９６００ｂｐｓ・８ビット・ストップ１・ノンパリティ」です。 

  コマンドのターミネートは「０ｘ０ａ（ＬＦ）」のコードになります。 

 外部から受けたコマンドはＦＴ－ＬＤＧを中継して無線機と通信できます。ただし必

ずコマンドを送信したら、その応答を待って次のコマンド発行をしてください。 

 またジャンパでＦＴ－９９１に設定されている場合はターミネートのＬＦを「；」の

ＦＴ－９９１仕様に変えて無線機に送信され、無線機からのターミネート「；」はＬ

Ｆに変えてＰＣに送られます。ＦＴ－８１７等のバイナリ通信の場合は無線機の取り

扱い説明書に公開されているＣＡＴコマンド５バイト（１０文字）に対して１バイト

（２文字）の返信があります。ただし０ｘ０３のコマンドに際しては５バイト（１０

文字）で返信されます。公開されていますコマンド以外の無線機からの複数バイト返

信等（メニュー設定書き換え等）には対応していません。具体的な通信方法はサンプ

ルアプリケーション（ＦＴ－ＡＨ４＿Ｃｏｎｔ、ＦＴ－ＡＨ４＿Ｔｅｒｍ）のプロジ

ェクトを参照してください。 

 外部から通信が連続して入力されている場合、「Ｓｔａｒｔ」の押しボタンは無効にな

っています。（内部的には１パケット受信から一定時間押しボタンは無効になります） 

このＦＴ－ＬＤＧへのコマンドは下記の通りです（中継せずに返信します） 

 「＃ＶＥＲ（ＬＦ）」  ファームバージョン問い合わせ 

返信＞「＠Ｖｅｒ１．３３（ＬＦ）」バージョンを返信 

 「＃ＵＮＩＴ（ＬＦ）」  設定無線機問い合わせ 

返信＞「＠ＦＴ－９９１（ＬＦ）」等機種名を返信 

返信＞「＠ＦＴ－８１７（ＬＦ）」等機種名を返信 

返信＞「＠ＦＴ－８５７（ＬＦ）」等機種名を返信 

返信＞「＠ＮＯＲＩＧ（ＬＦ）」等機種名を返信 

 「＃ＡＴＵ（ＬＦ）」   チューナー問い合わせ 

返信＞「＠ＡＴ－Ｚ（ＬＦ）」等機種名を返信 

返信＞「＠ＲＴ（ＬＦ）」等機種名を返信 

 「＃ＴＵＮＥ（ＬＦ）」  調整実行 

返信＞「＠ＲＵＮ（ＬＦ）」   実行開始 

「＠ＢＵＳＹ（ＬＦ）」  既に実行中 

「＠＊＊＊＊＊＊（ＬＦ）」調整完了（下行表示の内容を返信・エラー含む） 

「＃ＴＵＦＬ（ＬＦ）」  フル調整実行 

返信＞「＠ＲＵＮＦＬ（ＬＦ）」   実行開始 

「＠ＢＵＳＹ（ＬＦ）」  既に実行中 

「＠＊＊＊＊＊＊（ＬＦ）」調整完了（下行表示の内容を返信・エラー含む） 

「＃ＦＲＱ（ＬＦ）」  調整実行 
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返信＞「＠（ＬＦ）」      周波数不明 

「＠Ｂｕｓｙ（ＬＦ）」  調整実行中 

「＠ＸＸ．ＸＸＸ（ＬＦ）」最終調整周波数 

 

 無線機で受信されるノイズに関して 

 ＦＴ－ＬＤＧのみでもマイコン動作のわずかなノイズが受信に混入する可能性はあり

ますが、外部にＰＣ等を接続した場合通信コネクタを経由する事でそのＰＣノイズが

受信される場合があります。確認ではメーカー製ノートＰＣ等はあまりないのですが、

自作ＰＣ等はそれなりに受信される事があります。（多くは電源系スイッチングノイズ

と思われます） 
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10．サンプルアプリケーションに関して 

 ＦＴ－ＡＨ４＿Ｃｏｎｔ、ＦＴ－ＡＨ４＿Ｔｅｒｍのサンプルアプリケーションはマ

イクロソフト社のＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏＣｏｍｍｕｎｉｔｙ２０１７（無償版）

でコンパイル可能です。また実行に際してはＮｅｔＦｒａｍｅｗｏｒｋ４．６１を必

要とします。個々のアプリケーションはパソコンにＮｅｔＦｒａｍｅｗｏｒｋ４．６

１がインストールされている状態で個々のプロジェクトにあるｂｉｎフォルダーのＲ

ｅｌｅａｓｅフォルダー内ＦＴ－ＡＨ４＿Ｃｏｎｔ．ｅｘｅ、ＦＴ－ＡＨ４＿Ｔｅｒ

ｍ．ｅｘｅを適当なフォルダーにコピーして実行してください。 

  

 サンプルはＦＴ－ＬＤＧでも動作しますが、フルチューン、キャンセルにはアプリケ

ーションが対応していません。 

 

 サンプルアプリケーションにおけるプログラムコード等のお問い合わせは申し訳あり

ませんが「サンプル」と言うことでご容赦お願いします。 

 まだまだ未完成なコードではありますが、これをベースに新たなアプリケーション作

成への参考になれば幸いです。 

 

11．サンプルアプリケーションの操作説明 

 ＜Ｆｔ－ＡＨ４＿Ｔｅｒｍ＞ 

   

 １：「ポート未接続」のボタンの下にあるコンボボックスで通信ポートを選択します。 

   存在しているＣｏｍポートがリストアップされています。 

２：「ポート未接続」のボタンを押すことで「接続中[COM*]」と表示され、接続されま

すと「接続中[COM*] for FT***」の表示に変わります。接続失敗の倍はＮＧ表示。 
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３：「TUNE Start」のボタンでオートチューナーのチューニングが実行されます。実行

後はＳｔ ａｒｔの文字が調整された周波数値に変わります。表示周波数がアマ

チュアバンド内の場合のみ可能で、オートチューナーの対応周波数は考慮してい

ません） 

４：「BAND」のボタンで下記の選択ダイアログが表示されますので変更したいバンドの

ボタンを押すことで周波数を変えてダイアログを閉じます。 

     

  ５：「MODE」のボタンで下記の選択ダイアログが表示されますので変更したいモードの

ボタンを押すことでモードを変えてダイアログを閉じます。 

     

 ６：「VFO A/B」ボタンでＶＦＯのＡとＢをトグルで切り替えます。 

 ７：「SPLIT ON/OFF」ボタンでスプリット機能をトグルで切り替えます。 

   （ＦＴ－９９１では非表示になります） 

 ８：「PTT ON/OFF」ボタンで送受信をトグルで切り替えます。 

 ９：「周波数表示」は現在の無線機の周波数を表示します。 

 この表示枠内での右クリックで下記のＦｒｑＳｅｔダイアログが表示されますの
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で変更したい周波数をテンキーで入力して「ＥＮＴ」をクリックするとその周波

数に変更してこのダイアログを閉じます。 

また各桁の中央付近にマウスを合わせてホイール操作することでその桁の周波数

を変更することが可能です。さらに、各桁の中央付近でマウス左ボタンを押した

状態で画面上方向にマウス移動するとその桁をインクリメント、画面下方向にマ

ウス移動するとその桁をデクリメントします。この時（マウス追従時）周波数表

示の背景は緑に変わり、左ボタンを離す事でその動作を中止して背景色は白に戻

ります。またボタンを押した位置からの上下方向の移動距離で周波数の変化量は

変わります。（アマチュアバンドの範囲内のみで可能） 

 10：「信号レベル表示」は受信時は信号強度、送信時はＰＯレベルを表示します。 

 

 ＜ＦＴ－ＡＨ４＿Ｃｏｎｔ＞ 

  

 ＦＴ－ＡＨ４＿ＴｅｒｍのＴＵＮＥ部分のみで作成したアプリケーションです。 

 

12：ＰＣからの制御での接続 
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13：ほかの無線機コントロールアプリケーションとの共存 

 ＦＴ－９９１の場合はＵＳＢポートをご利用ください。 

 ＦＴ－８１７・ＦＴ－８５７等の場合 

 ＨａｍＲａｄｉｏＤｅｌｕｘｅ等のアプリケーションで無線機コントロールしながら

このＦＴ－ＬＤＧを利用するに際しては、直接このユニットのＰＣ接続にアプリケー

ションを接続しても動作しません。（中継のためｂｉｎコードがａｓｃ文字のため） 

 

 このため下記の様なリレー回路でこのＦＴ－ＬＤＧの外部制御出力を利用して通信経

路を切り替える事でそれなりに共存は可能です。厳密には TTL レベルでの切り替えが

必要です（RS232C 信号が一時的に解放されるため通信にゴミ等の発生可能性あり）。 

 リレー切り替え時に通信経路上ゴミが発生するのですが、無線機内・ＨａｍＲａｄｉ

ｏＤｅｌｕｘｅアプリケーション内でのタイムアウト等でうまく処理されるみたいで

す。（ＨａｍＲａｄｉｏＤｅｌｕｘｅのＶｅｒ５．２４で確認） 

 接続リレー回路（参考例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＦＴ－ＬＤＧからのチューニング実行時の外部制御出力でリレーによりリグの通信先

を切り替えます。 

 

 ＰＣ、Ｒｉｇの使用によっては上記の「ConnectPC」・「ConnectRig」の７番８番のＲＴ

Ｓ・ＣＴＳを短絡する必要がある場合があります。 
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14：ほかの無線機コントロールアプリケーションとの共存時の接続 

 

（参考写真になります） 

 

15：リグＩ／Ｆ基板の実装後の写真 

 

部品 

U100:7805 

U101:ICL3232CPZ 

C100:10uF/50V 

C101:47uF/35V 

C102-107:0.1uF/50V 

CN100:B4B-XH-A(LF) 

CN101:DMR-09PGG [Dsub9P(R)] 
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16：ＲＴ－１００／６００を利用もしくはＡＬＣでの出力制御、リニア等制御する場合 

別途回路が必要です。・・・・図面（準備中） 

この回路でＡＬＣでの出力制御、リニアのバイパス等が可能になります。 
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2018．09．21 初版 V1.10 

2018. 09. 26  エラーの発生記述ページでの文書を修正・追記 

       ＦＴ－ＡＨ４に関して「誤動作しないことの確認」を追記 

2018. 10. 10 操作方法・無線機なし設定に関して、送信等の処理を外部        

出力を利用して行っていただく旨文書を追記 

2018. 10. 12  V1.11 

ＦＴ－９９１動作でのほか機種（ＦＴ－１２００等）での 

       コマンド系で周波数読み出し応答がＦＴ－９９１の場合９ 

       桁でＨＦ＋５０Ｍｈｚ機の場合８桁なのでこの８桁でもエ 

ラーがでない様に対応 

また購入前の動作確認のためＦＴ－ＡＨ４のＣＡＴ使用コ 

マンド等の詳細を下記に追加（このページの後にあります） 

ＦＴ－ＡＨ４をＦＴ－９９１以外での機種で使用する場合 
2018. 12. 15  Ver1.12 

FT-AH4 実機においても AH4 を動作させずにエミュレートし 

て FT-AH4 と Rig での通信確認ができるテストモードを追加、 

そのほかこのモードによる説明を追加 

 2019. 02. 19  Ver1.20 

           エラー停止時にリグのモード・出力等を書き戻す機能を追加 

           ほか説明文のタイプミス等を修正 

           MPU 交換を容易にするために（VerUp 等）ソケットを追加 

                ＬＤＧ社製の AT-600ProⅡ・Z-100Plus への対応を追加、動作確認 

対応ＶｅｒとしてＦＴ－ＬＤＧ（Ver 1.20）とする 

 2019. 05. 01  Ver1.30 

           FT-991 設定のみ RT-100/600 に対応 

 2019．05．30 Ver1.32 

           チューニングの中止（キャンセル）機能を追加 

 2019. 06. 04  Ver1.33 

           FT-817,857 も RT-100/600 に対応 

 

    注：ＦＴ－ＡＨ４（Ver 1.20～）はＬＤＧ社 AutoTuner に対応していません 

またＦＴ－ＬＤＧにおける「ＡＨ－４」での使用は多分動作する範疇でご理

解頂けますようお願いします。 
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ＦＴ－ＬＤＧをＦＴ－９９１以外での機種で使用する場合 

参照は八重洲無線様ＨＰの取り扱い説明書ダウンロードページで 

「ＦＴ－９９１ＣＡＴオペレーションリファレンスマニュアル」 

の参照お願いします。（無断転載・複写が禁止されていますので） 

 
＜ＦＴ－９９１でのＲＳ２３２Ｃ接続＞ 

上記マニュアル説明のＰＣに変わってＦＴ－ＬＤＧのリグ接続用コネクタを無線機に

接続します。 

 

＜ＦＴ－９９１でのコマンド書式＞ 

  コマンド＋パラメータ＋ターミネータ（；）で構成されます。 

  通信フォーマット 

４８００ｂｐｓ、スタート１、データ８、ストップ２、パリティー無しです。 

 

＜ＦＴ－ＬＤＧがＦＴ－９９１に対して使用しているコマンド＞ 

モードの読出、設定 ：ＭＤコマンド 

出力の読出、設定  ：ＰＣコマンド 

送受信の切り替え  ：ＴＸコマンド 

周波数の読出    ：ＦＡコマンド 

ＳＷＲ値の読み出し ：ＲＭコマンド（ＲＭ６）・・ＲＴ－１００／６００設定で使用 

 

上記のコマンドを使用しています。 

ＦＴ－１２００等（ＨＦ＋５０Ｍ機）ＦＡコマンドでの応答における周波数の桁数が８桁

なので、Ｖｅｒ１．１１で一応ＦＴ－９９１での９桁でない場合にも対応はしてみました。 

動作確認アプリケーションによりご確認お願いします。 

またＲＴ－１００／６００設定でのＦＴｄｘ９０００の場合ＲＭコマンドのパラメータが

違いますので動作しません。ほかＦＴｄｘ５０００等は同じＲＭ６でＳＷＲ読み出しが可

能と思われますので多分動作すると思われます（FT991 設定で） 

 

また FT-857 同等の FT-897 も多分動作すると思われます。（FT857 設定で） 

 

ただ、実機での確認ができませんので・・・ 

「多分動作するかも」と言うところでご了承お願いします。 

 

 


